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成⼈期の⾃⽴を実現するために
必要な⽀援やネットワークの

あり⽅について
仙台市発達障害者⽀援地域協議会作業部会(中間報告)
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１．委員の構成
⽒ 名 所属・⽴場(役職)

１ 部会⻑ 植⽊⽥ 潤★ 宮城教育⼤学教職⼤学院 教授
２ 副部会⻑ 佐々⽊健太郎 尚絅学院⼤学 総合⼈間科学系 教育部⾨ 准教授
３ 猪股 絵理⼦★ 保護者
４ 上⻄ 創★ 仙台城南⾼等学校 スクールカウンセラー
５ 畔柳 清美 仙台市障害者就労⽀援センター ⽀援員
６ 齋藤 淳⼦★ 株式会社グッジョブ 代表取締役
７ 斎藤 純⼦★ 仙台市榴岡児童館 館⻑
８ ⻄⽥ 有吾 仙台市⾃閉症児者相談センター 主任相談員
９ 増⼭ 裕⼦ 宮城県⽴貞⼭⾼等学校 教諭

＜令和４年度までの作業部会委員＞
伊藤雄⾼ 特定NPO法⼈アスイクふれあい広場サテライト ユニットリーダー・コーディネーター
齋藤涼平 仙台市障害者就労⽀援センター 主任⽀援員

※★は協議会員兼務
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２．作業部会の⽬的と取組みの経過
⽬的：知的障害がなく、発達障害の特徴も明確ではないケースも含め、

⻘年期から成⼈期に⽣じる課題を明らかにし、全てのライフス
テージにおいて⼀貫した⽀援の在り⽅を検討する。

論点：「くらす」、「はたらく」、「たのしむ」の3つの観点より、
特に「たのしむ」を取り上げ、必要な⽀援の視点を検討した。

取組み：作業部会による協議・⽀援施設の⾒学(令和3年〜)
先進地視察「みつけばハウス（東京都世⽥⾕区）」

「ら・るーと（東京都品川区）」 (令和4年12⽉)
療育セミナーでの成果報告・研修会の実施(令和5年3⽉)
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３．作業部会での協議により得られた⽀援の視点

• 本⼈への⽀援
①「たのしい」活動の提供
②居場所(⼼理的拠点)の保障
③ピアとしての仲間関係の構築
④成⻑・発達につながる体験の機会

• ⽀援者の在り⽅
⑤多様な⽀援者・場につながる「ハブ」となる役割
⑥⽀援機関(社会資源)同⼠がつながる仕組み

「たのしい」活動は、どのライフステージにおいても
共通する“縦軸”となりうる。
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④成⻑・発達につながる体験の機会

①「たのしい」活動
の提供
興味関⼼、ホンモノ

②居場所(⼼理的拠点)の保障

③ピアとしての仲間関係の構築

⑤多様な⽀援者・場につながる「ハブ」となる役割
⑥⽀援機関(社会資源)同⼠がつながる仕組み

経験のやり直し、⽣活・就労スキルの習得、⾃⼰理解、
マジョリティーとのかかわり…など

・友達と⼀緒だから
やってみよう！

・安⼼できる場だから
やってみよう！

・失敗しても充電で
きる場・関係があ
るから⼤丈夫！

従来⽀援につながりづらかった
発達障害の特性を有する⻘年・成⼈

・好きなことだか
らもっとやりた
い！うまくなり
たい！

４．⽀援の視点における項⽬間の関連①

・⾯⽩そうだから、
参加してみよう
かな…！
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③ピアとしての
仲間関係の構築

マイノリティ
マジョリティ

②居場所(⼼理的拠点)の保障

主たる⽀援者が、
⑤多様な⽀援者・場につながる
「ハブ」となる役割を担う。

⑥⽀援機関(社会資源)同⼠がつながる仕組み
＝顔の⾒える関係
既存のネットワーク同⼠のつながり

→福祉関係者に閉じない

当事者

⽀援者

①「たのしい」活動、②、③、⑤、⑥
に⽀えられて「④成⻑・発達につなが
る体験の機会」(マジョリティーとのか
かわりや新たな経験の機会)が得られる。

５．⽀援の視点における項⽬間の関連②
就労体験

スポーツ

芸術活動

⽣活スキルに
関する経験
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